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麦 類 の 機 械 採 種 に 関 す る研 究

第 1報 大麦種子の休眠打破
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1 緒     言

福島県の麦類は,子実水分が40%以上という条件の中で

収穫 されるため,コ ンバインによる損傷.乾燥機の送風温

による発芽への影響が危惧され,機械採種した種子を早急

に発芽検定する必要がある。しかし,収穫乾燥直後の麦類

種子は休眠状態にあり,普通の催芽法では直ちに発芽検定

が出来ないことから,本報では特に大麦種子の体眠を短時

間に打破する方法を検討 した。

表 1 小麦休眠打破法の大麦種子 (ド リルムギ,

収穫後日数 9日 )への適用効果
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2材 料 と 方 法

1 供試品種及び収穫後日数

材料は手刈 りした大麦を坪刈 り用llu穀機で脱穀し,こ れ

を風乾して供試 した。品種,収穫後 日数は次のとお りであ

る。

ハヤミォォムギ  収穫後日数 9日 ,25日 ,40日

ドリルムギ    収穫後日数 9日

2 処理法

H20228%及 び 6%液 を水 (19℃ )と 30℃ 及び40℃の温

湯で作 り,こ れに体眠種子を浸 し,30C及 び40℃ に設定 し

た定温器で一定時間処理 した。その後 ,同 濃度のほ202液 に

浸種し5℃ 定温器に一定時間置き,処理後 01%の昇こう水

で殺菌してシャーレに置床し,25℃ の定温器に入れた。各

処理区は100粒 ずつ 3反復 し,シャーン置床後 6日 日の発芽

率を.75査 した。

3試 験 結 果

従来から完熟小麦 ,未成熱小麦については休眠打破の方

法が種々検討され,い くつかの方法が明らかにされている。

これらの方法を収穫後日数
'日

の ドリルムギに適用 した場

合の発芽率を表 1に示したが, 5℃ , 28時間水浸漬の低温

処理法が発芽率 33%で ,無処理に比べ効果は認められたが

極めて低い発芽率であった。一方,小麦の未成熟種子催芽

方法を適用 した処理区 6では, 1～ 4区に比べ高い発芽率

を示したが,な お,690%に とどまった。

次にI1202液 の濃度を28%に 高め液温を30℃ とし,そ の

後の温度を5℃ と低め,処理時間を変えて試験を行った。

収穫後日数 25日 のハヤ ミオオムギを供試した結果では,処

理区 3を 除いて90%以 上の高い発芽率を得た。特に処理区

2の H20228%液 30℃ 16h-5℃。7h処理が,100%と高

い発芽率を示した。また,H20228%30C-5℃ 処理にお

ける加温 ,低温それぞれの処理時間は, 5℃ の低温処理時

間よりも30Cの加温処理時間を長 くした場合の効果が高

く, 5～ 7時間の低温処理でも好結果が得られた。

表 2 11202長時間処理効果 (ハ ヤミオオムギ,

収穫後日数 25日 )

処
理
区

処理
時間
(h)

法方理処 黎⑪
1

2

3

4

23

21

島 0228%水 00℃ 7h-5℃ 16b

″    ″ 16h―  ″ 7h
″    ″  5h―  ″ 16h

″    ″ 16h―  ″ 5h

911

1000

680

99 5

また収穫後 40日 のハヤミオオムギを供試し,H202の希

釈液に水,温湯を使い,処理濃度 ,処理時間を変えた試験

(表 3)では,さ らに処理時間を短縮することが出来た。

H202濃度28%で希釈液に水 (19℃ )を使った場合,30C―

5C処理,40℃ -5℃処理いずれの場合 も95%以上の発芽

率を得るためには,10時間以上の30℃ 又は40℃ の力Π温処

理が必要となる。しかし希釈液に温湯を使い40Cの加温処
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理をした場合,Ⅱ20228%の処理区10,6%の処理区 15と

も加温処理 7時間で95%の高い発芽率を得た。加温条件が

同じ処理区 9,11で は処理区11の温湯が水より勝った。また,

30℃処理区 6の発芽率が882%であったのに対し,40C処

理区 10が ,58%と 加温効果が認められた。希釈濃度を6%

にすると,処理区 15で は950%の発芽率を得たが,処理区

10の 28%と比べほとんど差はなく,む しろ処理区14及 び

16の結果を見るとI1202の 高濃度は加温処理 4時間,低温

処理 4時間のごく短時間処理の場合に効果を上げている。

表 3 H202短時間処理効果 (ハ ヤミオオムギ,

収穫後日数 40日 )

収穫後相当日数を経たものについては, 以上のよ うに

I1202処 理による効果を確認 したが,収穫直後の大麦種子

について更に検討した。収穫直後のハヤミオオムギ種子に

対する■202処理効果は,表 4に示すように長時間処理区

1では,50%の 高発芽率を確保 したが,短時間処理区 2,

3は 90%以下で,特 に■20228%温湯 40℃,7h-5C,5h
処理では発芽率 40%と 劣った。

表 4 H202処 理効果 (ハ ヤミオオムギ,収穫
後日数 9日 )

4 考     察

麦類の休眠打破については,小麦に関するものが多く,

近年では百足ら1)が行った未成熟小麦種子の催芽方法があ

る。登熟期間 15～ 20日 の小麦種子では,I1021%液 25C。

16h-11℃ 30h処理により催芽操作開始後 3日 目で90%以

上 (4日 目で100%)の発芽率が得 られている。また, 6条

大麦については ,こ の方法の処理時間を多少延長 (1%
H20218h浸 種-1%I1202置床 1lc:48h―水置床 23C)
し,登熱期間20～ 35日 の材料で催芽操作開始後 5日 目の

発芽率を調査してその有効性を認めている(百足ら2))。

本報では,こ の大麦催芽法を対照とする試験を行わなかっ

たが,小麦の催芽法を適用 した処理区では不十分な結果に

とどまった。一方,山本3)は大麦種子の発芽試験において

極僅少のⅡ202を蒸留水中に補給することにより,発 芽率が

向上することを認めている。

本報では,大麦種子の休眠打破に,よ り効果的に作用す

る条件を検討した結果,H202の 濃度は28%液 ,6%液が有

効であり,そ の浸種温度 としては 30℃ ,40℃ の加温条件が

良 く,その後の低温処理では5Cの効果が高いことを確認

した。また,短時間処理には希釈液に水を使うより温湯を

使った方が効果が高く,加温処理の温度は30Cよ り40Cの

方が有効であった。このような施 02処 理効果 について山

本3)は ,種子の発芽に要する02の欠乏を■202の酸素 1原

素が補給することにあると推測しているが,本報の特徴は

温湯を用い,又は加温することにより,吸水及び呼吸量を

促進 し効果を高めたことにある。また低温処理時間は ,加

温処理の時間より短 くて も効果に差がな く,5時間で十

分と考えられた。収穫後日数が 40日 経過 したものについて

は,短時間処理でも効果は高く,Ⅱ2026%温湯 40C:7h―

5℃ :5Lが有効であることを認めた。しかし,収穫直後の

種子については効果が劣り,収穫後日数の多少により休眠

の程度に差があることが認められた。更に,小麦では平野4)

が糊熱期から黄熱期ころの高温は ,種子の体眠期間を短縮

し,黄熟期ころの低温はやや延長すると指摘している。大

麦においても登熟条件により休眠程度に差が生することが

認められている(小松未発表 )。 従って.休眠が浅い場合

は,短期間 (3日 )で高い発芽率を得られるが,休眠が深

い場合はシャーレ置床後 6日 を要した。このことか ら,安

定した発芽率を得るためには,短時間処理より長時間処理

の効果が高 く,■20228%温湯 (水 )30℃ :16h-5℃ :7h

が最も有効 と考えられた。また,高 濃度Ⅱ202液 の高温浸種

による発芽阻害については,十分考えられ今後検討 したい。
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